
▲おかあさんと一緒に作ったおひな様、上手にできたでしょ。（富合幼稚園）
大西繁三さん（東高室）から、市内の園児に寄附頂いた、おひな様の飾りも持って。

今月の主な内容
●県議会議員選挙・市議会議員選挙…4・5 ●I Love my town 越水町…8 ●タウントピックス…9 ●タウンインフォメーション…12

�

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア
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特特特特　　　　集集集集
丸山総合
公　園

水
と
緑
に
い
だ
か
れ
た
新
し
い
空
間

│
丸
山
総
合
公
園
が
新
し
く
な
り
ま
す
│

丸山公園寄附一覧表 平
成
３
年
度
よ
り
整
備
工
事
を
進

め
て
お
り
ま
す
丸
山
総
合
公
園

（
12
・
３
ha
）
整
備
事
業
の
う
ち
水

辺
周
辺
部
分
の
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
を

い
た
し
ま
し
た
。（
全
体
の
完
成
は
平

成
12
年
度
末
を
予
定
。）

こ
の
公
園
に
は
「
子
供
広
場
」
や

「
芝
生
広
場
」
と
い
っ
た
ゆ
と
り
の
空

間
を
中
心
に
、
既
に
子
供
た
ち
に
大

人
気
の
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
や
、
先
日
、

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
認
定
さ
れ
た
世
界
最

大
の
地
球
儀
時
計
を
は
じ
め
、
市
民

寄附日

平成6年2月11日

寄附者
第5回年輪の
つどい記念樹

寄附内容

はなみずき2本

平成7年3月17日 第6回年輪のつどい記念樹 はなみずき3本

平成8年2月11日 第7回年輪のつどい記念樹 はなみずき3本

平成6年10月16日 加西北条ロータリークラブ 見晴しデッキ1基

平成7年9月 加西北条ロータ
リークラブ ベンチ3基

平成7年～平成8年 加西北条ライオンズクラブ 鳥かご（巣箱）30ケ

平成9年2月 加西北条ライオ
ンズクラブ 桜10本

平成10年2月 加西北条ライオ
ンズクラブ 桜10本

平成10年12月 加西北条ライオンズクラブ 桜10本

平成10年2月3日 三和コンベア� 地球儀時計1基

平成10年3月 郵政省 太陽電池時計1基

平成10年10月8日 たんぽぽの会 修景石3ケ

平成10年11月28日 三洋電機� 桜5本

平成10年12月7日 国際ソロプチミスト加西 桜11本

平成11年1月11日

の
皆
さ
ん
の
寄
附
に
よ
る
植
栽
や

様
々
な
施
設
（
左
表
参
照
）、「
ジ
ャ
ブ
ジ

ャ
ブ
池
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
い
た

る
と
こ
ろ
で
「
水
辺
と
共
生
す
る
豊

か
な
空
間
」
が
演
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

桜
の
咲
く
頃
に
は
、
皆
さ
ん
に
こ

の
素
晴
ら
し
い
公
園
を
堪
能
し
て
い

た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

※
現
在
駐
車
場
を
整
備
中
で
す
。
お

車
で
お
こ
し
の
際
は
、
松
寿
園
跡

仮
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先

都
市
計
画
課（
電
話
42
│
８
７
５
３
）



3

加
西
南
産
業
団
地
が
完
成
に
伴

い
、
団
地
内
の
道
路
（
加
西
南
産

業
団
地
２
号
線
）
が
通
行
で
き
ま

す
。
産
業
団
地
内
に
は
、
網
引
公

園
と
網
引
緑
地
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
２
面
の
他
に

多
目
的
広
場
１
面
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
１
面
が
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
申
込
み
等
、
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
公
園
管
理
事
務
所

加
西
南
産
業
団
地
内
の
網
引
公
園
と

網
引
緑
地
が
４
月
１
日
よ
り
利
用
で
き
ま
す

（
電
話
49
│

３
８
７
０
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

な
お
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
有

料
で
す
。

※
公
園
と
緑
地
は
、
み
ん
な
の
大

切
な
憩
い
の
場
、
ル
ー
ル
を
き
ち

ん
と
守
り
気
持
ち
よ
く
使
い
ま
し

ょ
う
。
ゴ
ミ
は
、
必
ず
各
自
で
持

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

花
の
美
術
大
賞
�

　
田
中
愛
子
（
茨
城
県
・

絵
画
）
�

ゆ
め
（
優
秀
）
賞
�

　
北
藪
和
夫
（
大
阪
府
・

絵
画
）・
柾
木
　
高
（
大

阪
府
・
絵
画
）・
し
み
ず

い
さ
を
（
夢
前
町
・
写
真
）
�

根
日
女
（
奨
励
）
賞
�

　
谷
口
好
子
（
夢
前
町
・

写
真
）・
河
西
季
之
（
神

戸
市
・
絵
画
）・
高
月
勝
男

（
大
阪
府
・
絵
画
）・
山
下

哲
郎
（
福
岡
県
・
絵
画
）・

天
野
潮
彦
（
西
脇
市
・
絵

画
）・
白
井
不
二
子
（
大

阪
府
・
写
真
）
�

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
�

　
ま
た
、
市
内
か
ら
は
ス

ポ
ン
サ
ー
賞
に
山
本
健
一

さ
ん
（
西
南
・
写
真
）
と

宮
本
博
文
さ
ん
（
古
坂
3

丁
目
・
写
真
）、
入
選
に

竹
内
茂
さ
ん
（
乙
和
泉
・

写
真
）
ら
３
名
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
�

�

　
今
年
も
「
加
西
市
」
か
ら
全
国
に

“
花
”
を
テ
ー
マ
に
情
報
を
発
信
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
北
は
北
海
道
、
南

は
沖
縄
か
ら
芳
し
い
花
々
の
香
り
と
と

も
に
、
瑠
璃
色
、
玻
璃
色
に
光
輝
く
絵

画
と
写
真
（
七
三
八
点
）
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
花
の
定
期
便
と
し
て
桜
の
花

の
咲
き
乱
れ
る
好
季
節
に
、
第
９
回
「
全

国
公
募
」
花
の
美
術
大
賞
展
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
�

【大賞】受華の雲霧　絵画/S50　田中愛子（茨城県）�

主な入賞者は次の通りです。�



4

4月11日（日）
投票時間午前7時～午後8時

兵庫県議会議員選挙の
投投投投票票票票日日日日です！！

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
は
4
月
2
日
(金)
に
告
示
さ
れ
、

4
月
11
日
（日）
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
暮
ら
し
に
つ
な
が
る

大
切
な
選
挙
で
す
。
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
54
年
４
月
12
日
以
前
に
生

ま
れ
、
平
成
11
年
１
月
１
日
ま
で

に
加
西
市
に
転
入
の
届
を
し
、
そ

の
後
、
引
き
続
き
市
内
に
居
住
し

て
い
る
方
。
ま
た
は
、
平
成
11
年

１
月
２
日
以
後
に
、
県
内
の
他
の

市
町
に
住
所
を
移
し
た
人
。
た
だ

し
、
新
し
い
住
所
地
の
市
町
で

「
居
住
証
明
書
」
を
受
け
取
り
、
旧

居
住
地
の
投
票
所
に
提
出
し
て
投

票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。４

月
11
日
（日）
の
投
票
日
に
、
投

票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
不
在
者

投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

４
月
２
日
（金）
〜
10
日
（土）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

（
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
）

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
　
不
在
者

投
票
所

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
で
、
郵
便
投
票
証

明
書
を
持
っ
て
い
る
方
は
郵
便
で

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
は
、

４
月
７
日
（水）
ま
で
に
選
挙
管
理
委

員
会
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
張
な
ど
の
理
由
で
他
市
町
で

不
在
者
投
票
を
す
る
方
、
ま
た
は
、

郵
便
投
票
を
す
る
方
は
告
示
日
の

２
日
前
に
投
票
用
紙
を
交
付
で
き

ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
。

投
票
の
で
き
る
方

郵
便
投
票

不
在
者
投
票

投票所の変更
投票区

8

関　係　町　名

谷町・西谷東町
西谷西町・窪田町
吸谷町・西上野町
市村町

投　票　所

富田小学校
体育館

12 西横田町・東横田町
鎮岩町 西横田町公会堂

14 中山町・大柳町 中山町公会堂

26
上宮木町
下宮木村町
下宮木町・鶉野上町

農村環境改善
センター

30 小印南町・青野町 青野町公会堂

手帳の種類

身体障害者
手帳

戦傷病者
手帳

障害の種別

両下肢、体幹又は
移動機能の障害

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸又は小腸の障害

両下肢又は体幹の障害

心臓、じん臓又は
呼吸器の障害

障害の程度

1級若しくは
2級

1級若しくは
3級

特別項症から
第2項症まで

特別項症から
第3項症まで

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方

は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は

郵
便
投
票
証
明
書
が
必
要
で
す
。

�
こ
の
郵
便
投
票
証
明
書
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳

を
お
持
ち
の
有
権
者
で
次
の
障
害
の

あ
る
方
に
か
ぎ
り
市
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

�
平
成
10
年
５
月
31
日
以
前
発
行

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

及
び
更
新
の
手
続
き
に
つ
い
て

の
郵
便
投
票
証
明
書
の
有
効
期
間
は

交
付
の
日
か
ら
４
年
で
す
。（
同
６
月

１
日
以
降
発
行
分
に
つ
い
て
は
７
年
）

�
郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方

で
も
、
有
効
期
間
が
経
過
し
た
と
き

は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
更
新
の
手
続

き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
郵

便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
早
め
に
交
付
申
請
（
代
理
の
人
で

も
で
き
ま
す
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

市
選
挙
管
理
委
員
会

（
電
話
42
│
８
７
８
１
）

（開票：午後9時10分　於：農協会館）
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会
社
、
労
働
組
合
、
そ
の
他
の

団
体
（
宗
教
団
体
、
文
化
団
体
、

親
睦
団
体
等
、
す
べ
て
の
団
体
を

含
む
。
但
し
、
政
治
団
体
を
除
く
）

が
、
政
党
、
政
治
資
金
団
体
、
資

金
管
理
団
体
以
外
の
者
に
対
し
て

政
治
活
動
に
関
す
る
寄
付
を
す
る

こ
と
は
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ

ま
す
。自

治
会
や
老
人
会
等
が
、
政

治
家
の
立
候
補
に
際
し
て
陣
中
見

舞
を
贈
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

「
そ
の
他
の
団
体
」
に
は
、
自

治
会
や
老
人
会
な
ど
も
含
ま
れ
ま

す
の
で
、
団
体
と
し
て
陣
中
見
舞

を
贈
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

禁
止
さ
れ
る
の
は
金
銭
に
限
ら

ず
、
物
品
等
に
よ
る
陣
中
見
舞
も

含
ま
れ
ま
す
。
違
反
す
る
と
寄
付

を
し
た
者
も
受
け
取
っ
た
者
も
処

罰
さ
れ
、
公
民
権
が
停
止
さ
れ
る

と
と
も
に
、
選
挙
運
動
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
加
西
市
議
会

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

告
示
日
は
、
５
月
９
日
（日）
。
投

票
日
は
、
５
月
16
日
（日）
。
午
前
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
。
同
日
午

後
９
時
10
分
よ
り
農
協
会
館
で
即

日
開
票
し
ま
す
。

立候補予定者説明会

政
治
資
金
規
正
法

問答

市
議
会
定
例
会
開
催

条
例
の
制
定
な
ど
四
十
一
議
案
を
審
議
中

第175
回

提案説明をする藤岡市長

第
百
七
十
五
回
加
西
市
議
会
定

例
会
が
、
３
月
１
日
（月）
か
ら
24
日

（水）
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
、
人
事

案
件
、
条
例
関
係
、
事
件
決
議
、

予
算
関
係
な
ど
、
41
議
案
が
審
議

さ
れ
て
い
ま
す
。

条
例
関
係

�
特
別
職
に
属
す
る
常
勤
の
職
員

及
び
教
育
長
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�
加
西
市
福
祉
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

�
加
西
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�
加
西
市
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境

影
響
調
査
結
果
の
縦
覧
等
の
手
続

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

事
件
決
議

�
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う

字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
に

つ
い
て

�
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に

つ
い
て

予
算
関
係

�
平
成
10
年
度
加
西
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

�
平
成
11
年
度
加
西
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

�
平
成
11
年
度
加
西
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

�
平
成
11
年
度
加
西
市
高
齢
者
住

宅
整
備
資
金
貸
付
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

�
平
成
11
年
度
加
西
市
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

�
平
成
11
年
度
加
西
市
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

�
平
成
11
年
度
加
西
市
病
院
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

主
な
議
案

と　き 4月14日（水）
午後1時30分より

ところ コミュニティセンター
3階小ホール

対象者 立候補予定者１名に
つき、3名以内

※当日は必ず印鑑をご持参下さい。
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南
分
署
に
待
望
の

高
規
格
救
急
車
配
備

こ
の
度
、
南
分
署
に
高
規
格
救
急

車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
全
域
に
お
い
て

救
急
救
命
士
に
よ
る
高
度
な
救
命
処

置
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
救
命
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
「
市
民
に
よ
る
応
急
手
当
」

→

「
救
命
士
に
よ
る
救
命
処
置
」→

「
医
師
に
よ
る
専
門
治
療
」
へ
の
連
携

が
い
か
に
正
し
く
、
迅
速
に
行
わ
れ

る
か
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
が
欠
け
て
も
救
命
率
は
低

下
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
救
命
リ
レ
ー
の
第
一
歩
で

あ
る
応
急
手
当
を
知
る
た
め
、
ま
ず
、

講
習
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
四
日
曜

日
（
午
前
九
時
〜
正
午
）
に
「
ハ
ー

ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民
救
命

士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種
団

体
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
時
間
・
場
所
等
は
消
防
本
部
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
三
年
を

経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技
能
を
維

持
向
上
す
る
た
め
に
、
再
講
習
を
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一
人

は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部
（
電
話

42
│
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

〔
高
規
格
救
急
車
〕

拡
大
さ
れ
た
救
急
隊
の
行
う
救
急

処
置
や
救
急
救
命
士
の
処
置
の
高
度

化
に
対
応
し
た
広
さ
の
車
内
容
積
と

資
器
材
、
ま
た
医
療
機
関
と
の
情
報

通
信
装
置
の
整
備
さ
れ
た
救
急
車

応
急
手
当
を
覚
え

市
民
救
命
士
に
な
り
ま
し
ょ
う

〔
救
急
救
命
士
〕

心
肺
機
能
停
止
状
態
の
患
者
に
対

し
て
、
医
師
の
具
体
的
指
示
の
下
で

救
急
救
命
処
置
を
行
う
事
の
出
来
る

救
急
隊
員

☆
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

一
月
の
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
二
十
一
名
〕

・
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
（
一
名
）

・
一
般
受
講
者
（
二
十
名
）

▽
中
尾
茂
子
（
福
居
）
▽
橋
本
章

（
東
高
室
）
▽
宮
長
義
彦
（
谷
）
▽
西

村
留
治
（
別
府
中
）
▽
国
方
孝
子

（
西
高
室
）
▽
石
見
夙
美
（
吉
野
）

▽
高
野
時
子
（
上
野
田
）
▽
円
満
典

子
（
横
尾
）
▽
中
村
ゆ
か
り
（
古
坂
）

▽
森
昭
代
（
三
口
）
▽
田
中
春
子

（
西
笠
原
）
▽
池
田
紀
美
代
（
黒
駒
）

▽
中
根
紀
久
子
（
西
横
田
）
▽
為
広

早
由
里
（
西
谷
東
）
▽
山
本
ち
づ
る

（
中
富
）
▽
内
藤
暁
美
（
横
尾
）
▽
別

府
節
子
（
別
府
東
）
▽
上
原
佳
子

（
横
尾
）
▽
誉
田
成
子
（
池
上
）
▽
前

田
重
義
（
両
月
）

〔
再
受
講
者
　
五
名
〕

・
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
（
一
名
）

・
一
般
受
講
者
（
四
名
）

▽
岡
田
紀
子
（
駅
前
）
▽
高
部
庸

子
（
古
坂
）
▽
山
枝
喜
代
美
（
尾
崎
）

▽
朝
田
和
子
（
宮
前
）

★
豆
辞
典
★

３
月
３
日
（水）
、
火
を
取

扱
う
機
会
の
多
い
女
性
を

対
象
と
し
た
「
一
日
女
性

消
防
士
研
修
会
」
に
市
内

18
事
業
所
か
ら
25
名
が
参

加
。
消
火
器
の
取
扱
い
方

や
心
肺
蘇
生
法
の
実
習
、

て
ん
ぷ
ら
油
火
災
の
消
火

実
験
と
丸
一
日
の
研
修
に

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

平
成
10
年
度
自
主
防
災
活
動
推

進
大
会
で
鶉
野
南
町
自
主
防
災
組

織
が
優
良
自
主
防
災
組
織
と
し
て

兵
庫
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。鶉

野
南
町
自
主
防
災
組
織
（
飯

尾
勝
部
長
）
は
平
成
９
年
３
月
25

日
に
結
成
依
頼
、
全
世
帯
参
加
で

初
期
消
火
・
炊
き
出
し
訓
練
の
実

施
、
火
災
予
防
講
習
会
の
開
催
、

ま
た
、
防
災
資
機
材
の
整
備
を
す

る
な
ど
、
防
火
・
防
災
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

貝原県知事より表彰を受ける飯尾部長

一
日
女
性
消
防
士
研
修
会

鶉
野
南
町
に
県
優
良
自
主
防
災
組
織
表
彰「もしものときにも慌てず対応できる自信

ができました。」

消消消消防防防防署署署署かかかかららららののののおおおお知知知知ららららせせせせ



7

考
古
部
会
で
は
、
現
在
ま
で
に

玉
丘
古
墳
の
測
量
調
査
や
市
内
各

所
に
残
る
古
墳
群
の
現
地
調
査
を

行
い
、
こ
の
三
月
に
は
古
墳
出
現

期
の
墳
墓
と
考
え
ら
れ
る
周
遍
寺

山
遺
跡
の
測
量
調
査
を
行
う
予
定

で
す
。
こ
う
し
た
活
動
と
と
も
に
、

発
掘
や
分
布
調
査
な
ど
に
よ
っ
て

蓄
積
さ
れ
た
石
器
や
土
器
を
図
化

し
、
写
真
撮
影
し
、
基
礎
資
料
と

す
る
仕
事
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

写
真
に
示
し
た
資
料
は
、
繁
昌

町
の
西
村
正
さ
ん
が
近
く
の
田
畑

か
ら
採
集
さ
れ
た
石
器
で
す
。
先

端
（
上
）
が
と
が
り
、
基
部
（
下
）

に
柄
を
取
り
付
け
る
た
め
の
茎

（
な
か
ご
）
を
持
つ
有
茎
尖
頭
器

（
ゆ
う
け
い
せ
ん
と
う
き
）
と
呼
ば

れ
る
石
器
で
、
投
げ
槍
と
し
て
利

用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
縄

文
時
代
の
始
ま
り
ご
ろ
（
約
一
万

年
前
）
に
特
徴
的
な
も
の
で
、
寒

冷
な
旧
石
器
時
代
か
ら
温
暖
な
縄

文
時
代
へ
の
気
候
激
変
期
に
、
狩

猟
対
象
と
な
る
動
物
が
小
型
獣
へ

と
変
化
す
る
の
に
応
じ
て
生
み
出

さ
れ
た
道
具
で
す
。

ま
た
、
資
料
収
拾
の
過
程
で
、

逆
池
か
ら
縄
文
時
代
前
期
（
約
六

千
年
前
）
の
石
製
の
耳
飾
り
が
採

集
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
市
教
委
に
よ
っ
て

岡
田
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
一
点

と
合
わ
せ
て
播
磨
地
域
で
は
他
に

類
例
の
な
い
貴
重
な
資
料
で
す
。

こ
う
し
た
石
器
資
料
は
、
と
も

す
れ
ば
単
な
る
石
の
か
け
ら
と
し

て
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
加
西
の
地
に
、

は
る
か
昔
に
住
ん
だ
先
人
の
活
動

を
垣
間
見
さ
せ
て
く
れ
る
掛
け
替

え
の
な
い
も
の
な
の
で
す
。

（
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
）

繁昌町出土の有茎尖頭器
（長さ約10センチ）

加
西
の
縄
文
時
代

│
石
器
を
調
べ
る
│

考
古
部
会
委
員

千
　
葉
　
　
　
豊

平
成
３
年
６
月
に
市
街
地
で
公

共
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
て
以

来
順
次
整
備
を
進
め
、
本
年
３
月

31
日
か
ら
北
条
町
北
条
及
び
東
高

室
、
谷
町
、
鎮
岩
町
、
大
村
町
、

尾
崎
町
、
中
西
町
、
野
田
町
、
並

び
に
西
笠
原
町
の
各
一
部
で
新
た

に
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
そ
の
関
係
図
面
に
つ
い

て
は
平
成
11
年
３
月
31
日
か
ら
２

週
間
、
下
水
道
部
公
共
下
水
道
課

で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
整
備
計
画
区
域
以

外
の
地
域
で
は
農
業
集
落
排
水
と

玉
野
地
区
で
農
業
集
落

排
水
が
供
用
開
始

公
共
下
水
道
の
使
え
る

区
域
が
広
が
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
に
よ
り

生
活
排
水
の
処
理
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
新
た
に
玉
野
町
で
処
理
施

設
が
完
成
し
、
本
年
３
月
31
日
か

ら
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
、「
公
共
ま

す
」
を
設
置
し
た
建
物
は
、
３
年

以
内
に
下
水
道
へ
切
り
替
え
る
水

洗
化
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
水
洗
化
工
事
に
つ
い
て
は
、

排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
ご
相
談

下
さ
い
。

排
水
口
か
ら
新
聞
紙
、
紙
オ
ム

ツ
、
野
菜
く
ず
、
油
類
な
ど
を
流

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

�
問
合
先

下
水
道
部

（
電
話
42
│
８
７
６
０
〜
１
）

一
日
も
早
く
水
洗
化
を

地
域
ぐ
る
み
で
快
適
な
生
活
環
境
を

市
内
全
域
で
下
水
道
事
業
を
進
め
て
い
ま
す

�
こ
れ
ま
で
事
業
主
の
努
力
義
務
で

あ
っ
た
募
集
・
採
用
・
配
置
・
昇
進

に
つ
い
て
女
性
に
対
す
る
差
別
が
禁

止
さ
れ
ま
す
。

�
新
た
に
事
業
主
に
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
の
配
慮
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

�
事
業
主
が
妊
産
婦
に
対
し
受
診
の

た
め
の
時
間
の
確
保
や
、
医
師
の
指

導
事
項
を
守
る
た
め
の
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

�
男
女
同
一
の
枠
組
み
で
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
労
働

基
準
法
の
女
性
労
働
者
に
対
す
る
時

間
外
・
休
日
労
働
、
深
夜
業
の
規
制

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

�
育
児
・
介
護
休
業
法
に
育
児
や

家
族
の
介
護
を
行
う
男
女
労
働
者
に

つ
い
て
、
深
夜
業
の
制
限
の
権
利
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の

目
指
し
て
い
る
男
女
が
い
き
い
き
と
働

け
る
職
場
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、

企
業
の
雇
用
管
理
や
男
女
の
働
き
方

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
!

問
合
先

兵
庫
女
性
少
年
室

（
電
話
０
７
８
│
３
３
２
│
７
０
４
５
）

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が

変
わ
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら

私
た
ち
の
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
支
え
、
快
適
な
生

活
環
境
と
美
し
い
清
流
や
自
然
を
守
る
た
め
に
、
公
共

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
な
ど
の
下
水
道
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
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中
国
自
動
車
道
加
西
イ
ン
タ
ー

の
入
口
か
ら
県
道
中
・
北
条
線
を

１
�
ほ
ど
北
上
し
た
万
願
寺
川
中

流
域
東
岸
の
あ
た
り
、
周
囲
は
200

メ
ー
ト
ル
級
の
山
や
丘
陵
が
あ
り
、

昔
、
こ
の
あ
た
り
に
は
大
池
沼
が

あ
り
、
越
水
と
書
い
て
″う
て
み
″

と
読
む
市
内
で
も
難
解
な
地
名
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
、「
上
」「
下
」

「
松
下
」
の
３
つ
の
隣
保
か
ら
な
る

戸
数
45
戸
の
山
の
な
い
町
で
す
。

住
居
は
、
７
町
歩
ほ
ど
の
田
畑
を

見
下
ろ
す
小
高
い
台
地
に
あ
り
、

軒
を
競
う
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
し

た
家
並
が
続
く
越
水
町
、
区
長
の

長
田
昭
夫
さ
ん
の
お
宅
を
伺
い
ま

し
た
。『
町
の
北
に
は
3.7
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
あ
る
水
甕
の
長
蓮
寺

ち
ょ
う
れ
ん
じ

池
が
あ
り
、

堤
の
裾
に
は
昔
の
ま
ま
の
形
を
残

す
田
畑
が
広
が
り
、
か
つ
て
は
上

鴨
の
里
と
し
て
繁
栄
し
た
遺
跡
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
渡
す
田

園
の
真
ん
中
あ
た
り
に
は
、
鎮
守

の
杜も
り

・
磯い
そ

部べ

神
社
が
あ
り
、
信
仰

と
歴
史
を
見
つ
づ
け
て
き
た
ふ
る

さ
と
の
木
「
モ
ッ
コ
ク
」
や
「
フ

ジ
」
の
木
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
宮
は
、
上
野
町
の
弐に

内う
ち

社し
ゃ

石い
そ

部べ

神
社
の
お
旅
所
と
し
て
、
毎

年
10
月
10
日
神み

輿こ
し

の
渡と

御ぎ
ょ

式し
き

に
は
、

町
の
氏
子
が
、
一
戸
ご
と
輪
番
で

「
御ご

供く

蒸む

し
」
と
海
と
山
の
幸
、
白

酒
を
用
意
し
、
年
一
度
旅
を
さ
れ

て
く
る
お
姫
様
に
、
ご
ち
そ
う
を

振
舞
う
大
切
な
行
事
と
し
て
守
り

続
け
て
い
る
ん
で
す
よ
。
ま
た
地

名
の
と
お
り
、
山
あ
い
か
ら
の
谷

水
が
多
く
集
ま
る
地
形
で
、
池
を

越
す
ぐ
ら
い
水
量
が
多
い
た
め
、

マ
ム
シ
も
多
く
困
っ
て
い
た
そ
の

昔
に
、
西
国
行
脚
の
御
大
師
さ
ま

に
追
い
払
っ
て
頂
い
た
の
だ
と
い

う
伝
説
が
残
っ
て
お
り
、
町
に
は

不
思
議
と
マ
ム
シ
が
い
な
い
ん
で

す
よ
。』
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。『
町
の
行
事
は
、
ほ
と
ん
ど
有

志
だ
け
に
な
り
ま
し
た
が
、
長
蓮

寺
池
で
の
「
魚
取
じ
ゃ
こ
と

り
」、
公
会
堂
で

の
月
１
回
の
伊
勢
講
、
ま
た
子
供

会
と
老
人
会
と
の
交
流
で
は
、
も

ち
つ
き
大
会
と
か
婦
人
会
を
中
心

と
し
た
健
康
増
進
の
ス
マ
イ
ル
体

操
な
ど
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
加
え
て
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
の
子
供
た
ち
が
、
磯
部
神

社
に
昔
か
ら
伝

わ
る
祭
り
太
鼓

を
伝
承
し
、
秋

祭
り
は
勿
論
の

こ
と
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
す
る
ほ
ど

に
な
っ
て
お

り
、
平
成
６
年

に
は
、
県
青
少

年
本
部
表
彰
を

受
賞
す
る
な

ど
、
太
鼓
を
通

じ
て
、
子
供
た

ち
の
す
こ
や
か

な
育
成
を
図
っ

て
い
る
ん
で
す

よ
。』
と
に
こ
や
か
に
話
さ
れ
ま
し

た
。「
平
成
９
年
か
ら
用
排
水
の
土

地
改
良
工
事
、
ま
た
コ
ミ
・
プ
ラ

整
備
な
ど
町
あ
げ
て
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

ん
で
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

田
の
畦
や
道
端
に
土
筆
が
顔
を

だ
し
、
力
強
い
春
の
息
吹
が
満
ち

溢
れ
、
元
気
な
越
水
太
鼓
が
さ
わ

や
か
な
早
春
の
風
に
聞
こ
え
て
き

そ
う
な
町
の
印
象
を
強
く
う
け
ま

し
た
。

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

越水町区長の
長田さん

いろいろな催しでひっぱりだこの、越水子供太鼓

まちの数字 45世帯　155人
（男71人・女84人）

次回は北町の予定です。

春
風
に
伝
統
の

越
水
太
鼓
が
聞
こ
え
る
ま
ち

鎮守の杜・磯部神社

う
て

み
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去
る
２
月
13
・
14
日
（
土
・
日
）

神
戸
市
に
あ
る
兵
庫
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
体
育
館
に
て
、
第

２
回
ロ
ー
リ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
国

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遠
く
は
東
京
・
大
分
か
ら
も
来
ら

ロロロロ
ーーーー
リリリリ
ンンンン
ググググ
ババババ
レレレレ
ーーーー
ボボボボ
ーーーー
ルルルル
大大大大
会会会会

小野高校３年　橋爪満貴子さん（田
原町）が、全国商業高等学校協会が主
催する九つの検定試験で１級を取得。全
国で史上２人目という偉業を達成し、協
会や学校から特別表彰を受けました。「１
番難しかったのは情報処理。９冠達成を
家族で祝いました。」と、橋爪さん。

２月27日（土）、コミュニティセン
ター視聴覚室で市民劇団おおきな木
の小公演「マイ・ブルーヘブン」が
上演されました。演出、セット、照
明と「手作り」にこだわり、立ち見
まで出た満員の観客に迫力ある舞台
を披露しました。

観客の反応を肌で感じて
―市民劇団おおきな木―

日本人ボランティア募集中　
加西市都市親善友好協会（電話42-8701）

２月28日（日）、かさい日本語クラ
スで勉強する外国人の方々が、いつ
もお世話になっている日本人ボラン
ティアのみなさんにお国自慢料理を
披露。５カ国７種類の料理にみんな
で舌鼓を打ちました。

多国籍料理はいかが？

検定試験で９冠王

ぼ
く
の
夢

下
里
小
学
校
六
年

嶋
田
　
純
也
く
ん

正
直
に
言
う
と
、ぼ
く
は
、

夢
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
今

は
野
球
を
や
っ
て
い
る
け

ど
、
野
球
選
手
に
な
ろ
う
と

は
、
思
っ
て
い
な
い
。
そ
れ

は
、
ぼ
く
に
と
っ
て
、
も
っ

と
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
や
で
き

る
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
う
か
ら
だ
。
ぼ
く
は
ぼ
く

な
り
に
そ
の
夢
を
さ
が
し
て

行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

森昭代会長以下35名のメン
バー

結成10周年を記念してのふれあい
の歌声が会場いっぱいに流れ、今回
初めての試みでもありました社会福
祉法人「希望の郷」とのジョイントコン
サ－トでは、ＴＯＭＯＲＲＯＷの曲にの
り、身振り手振りを交えての温かい
ふれあいのステ－ジになりました。

女声コーラス「そよ風」ふれあいコンサート

れ
て
お
り
、
全
16
チ
ー
ム
が
集
ま
る

と
、
熱
気
ム
ン
ム
ン
で
し
た
。

私
た
ち
加
西
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
も
「
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
…
」
と
意
気
込

ん
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
試
合
で
は

思
う
よ
う
な
結
果
を
残
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

け
れ
ど
も
他
チ
ー
ム
が
応
援
し
て

く
れ
た
り
、「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。」

と
握
手
し
て
く
れ
た
り
、
対
外
的
な

交
流
が
図
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

チ
ー
ム
内
で
も
「
や
っ
ぱ
り
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
大
切
」
と
い
う
声
が
あ
り
、

早
速
施
設
内
の
喫
茶
ル
ー
ム
へ
。

負
け
て
も
め
げ
ず
に
が
ん
ば

る
″加
西
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
″
を
今
後
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会
（
電
話
43
│
０
３
６
１
）

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

進学も決まり、将来の夢はア
ナウンサー

出演者の息づかいまで聞こえ
てきます。

みんな頑張りました
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小
谷
城
趾
は
、
俗
に
小
谷
の
城
山

と
呼
ば
れ
、
北
条
町
小
谷
の
背
後
に

聳
え
る
標
高
２
１
８
メ
ー
ト
ル
の
小

山
に
あ
る
。

小
谷
城
は
、
二
度
落
城
し
た
。
一

度
目
は
、
城
主
赤
松
直
操
（
な
お
も

ち
）
の
長
兄
赤
松
満
祐
（
み
つ
す
け
）

が
嘉
吉
元
年
（
１
４
４
１
年
）
に
足

利
六
代
将
軍
義
教
（
よ
し
の
り
）
を

京
都
の
赤
松
邸
に
お
い
て
暗
殺
し
、

本
国
播
磨
に
下
り
、
幕
府
の
赤
松
追

討
の
軍
（
細
川
氏
と
山
名
氏
）
に
破

れ
た
時
で
あ
る
。
暗
殺
か
ら
約
80
日

で
、
播
磨
・
備
前
・
美
作
三
国
の
守

護
で
あ
っ
た
赤
松
の
宗
家
は
、
滅
亡

し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
長
亨
２
年
（
１
４
８
８

年
）
に
、
赤
松
政
則
（
ま
さ
の
り
）

が
山
名
氏
を
破
り
赤
松
氏
を
再
興

し
、
旧
領
の
播
磨
・
備
前
・
美
作
三

国
の
守
護
の
地
位
を
回
復
し
た
。
そ

う
し
た
中
、
小
谷
城
も
満
祐
ゆ
か
り

の
赤
松
刑
部
少
輔
祐
尚（
す
け
な
お
）

に
よ
り
再
興
（
年
代
不
明
）
さ
れ
た

が
、
天
文
11
年
（
１
５
４
２
年
）
山

名
氏
と
謀
り
但
馬
口
よ
り
播
磨
に
攻

め
込
ん
だ
尼
子
氏
に
よ
り
、
落
城
し

た
の
で
あ
る
。（
二
度
目
の
落
城
）

当
時
の
小
谷
城
は
、
後
世
の
平
山

城
の
様
な
白
亜
の
天
守
閣
が
そ
び
え

立
つ
様
な
見
事
な
も
の
で
は
な
く
、

石
垣
も
ご
く
小
規
模
で
空
掘
り
や
、

柵
や
、
荒
壁
で
土
色
の
矢
倉
が
あ
る

程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
室

町
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
城
は
峻
険

な
山
の
上
に
移
り
、
そ
の
構
造
も
幾

重
に
も
空
掘
り
を
め
ぐ
ら
し
、
複
雑

で
厳
重
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
戦
国
の
山
城
で
あ
る
。
小
谷

城
も
こ
の
範
疇
に
は
い
り
、
西
方
が

八
幡
神
社
か
ら
峰
続
き
で
厳
重
な
防

御
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
、
西
小
丸
、

五
の
丸
、
四
の
丸
、
三
の
丸
、
二
の

丸
、
本
丸
の
順
に
配
さ
れ
て
い
た
。
落

城
し
て
４
５
７
年
後
の
今
で
も
、
空

掘
り
や
平
坦
な
矢
倉
跡
が
残
っ
て
い

る
。

（
参
考
資
料
「
加
西
郡
誌
」
他
）

71

小
谷
城
趾
…
北
条
町
小
谷

│
つ
わ
も
の
ど
も
が
夢
の
跡
│

同和教育
シリーズ

2．家庭で
家庭は、子どもたちが最初に出会う「生

きる力を育む場」、「思いやりのある心を育
む場」です。家族のぬくもりにふれることに
よって、子どもたちは、明日へのエネルギ
ーを培っていきます。
子どもにとって、親は、最初の教師です。

親は、言葉だけではなく体全体で愛を伝え
ることができる最も身近な存在なのです。

子どもたちにとっても、親にとっても、心
が安らぐ家庭、互いを認め合い、支えあえ
る家庭を築くには、親子がふれあう時間を
つくり、お互いの心をつなぐことから始める
必要があります。そうすることによって、互
いが、家族の一員であることを自覚し、そ
の責任を分かちあえる関係が築かれていく
のです。

つなごう 子どもの心 大人の心

http://www.sannet.ne.jp/kasaiedu  加西市教育委員会　　http://www.justnet.or.jp/home/izumijhs  泉中学校

加
西
養
護
学
校
と

下
里
小
学
校
の
交
流

加加加加
西西西西
養養養養
護護護護
学学学学
校校校校

加
西
養
護
学
校
と

下
里
小
学
校
は
、
一

つ
の
校
門
を
通
っ
て
子
ど
も
た
ち

が
登
下
校
し
て
い
ま
す
。
本
校
の

小
学
部
児
童
と
隣
接
し
て
い
る
下

里
小
学
校
の
児
童
が
日
常
的
な
交

流
活
動
を
始
め
て
、
今
年
で
16
年

に
な
り
ま
す
。

下
里
小
学
校
の
学

級
に
入
っ
て
、
給

食
・
遊
び
・
清
掃
等

の
活
動
を
行
う
「
な

か
よ
し
タ
イ
ム
交

流
」。
昼
休
み
の
遊

び
を
い
っ
し
ょ
に
す

る
「
わ
ん
ぱ
く
タ
イ

ム
交
流
」。
そ
の
他
、
運
動
会
の
予

行
に
お
互
い
に
参
加
し
合
っ
た
り
、

本
校
の
行
事
に
招
待
す
る
交
流
な

ど
も
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
一
昨
年
よ
り
始
め
た

三
年
生
二
ク
ラ
ス
と
の
ゲ
ー
ム
交

流
は
、
45
分
間
た
っ
ぷ
り
と
ふ
れ

合
え
て
意
義
あ
る
交
流
と
な
っ
て

い
ま
す
。
小
学
校
の
児
童
を
小
さ

な
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
の
中
に

本
校
の
児
童
が
一
人
ず
つ
入
り
、

グ
ル
ー
プ
対
抗
で
ゲ
ー
ム
を
進
め

ま
す
。
今
年
は
、「
フ
ル
ー
ツ
バ
ス

ケ
ッ
ト
」
と
「
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
」

を
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
が
固
ま

っ
て
動
く
の
が
ル
ー
ル
で
す
か
ら
、

手
を
つ
な
い
だ
り
、
肩
を
組
み
合

っ
た
り
し
ま
す
。
初
め
は
遠
慮
が

ち
に
動
い
て
い
た
小
学
校
の
児
童

も
、
ゲ
ー
ム
が
佳
境
に
入
る
頃
に

は
、
勝
ち
負
け
を
抜
き
に
し
て
必

死
で
本
校
の
児
童
の
動
き
に
合
わ

せ
て
い
ま
す
。
車
椅
子
を
押
す
加

減
、
走
れ
な
い

子
へ
の
介
助
、

途
中
で
場
を
離

れ
る
子
へ
の
対

応
な
ど
、
少
し

の
間
に
本
校
の

児
童
の
特
徴
を

つ
か
ん
で
い
ま

す
。本

校
の
児
童
も
、
普
段
と
違
っ

た
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、

皆
と
い
っ
し
ょ
に
動
い
た
り
、
生

き
生
き
と
し
た
表
情
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。
下
里
小
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
は
、「
た
い
へ
ん
や
っ
た
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
よ
。」「
又
、
遊
び
た

い
な
。」
と
声
が
出
ま
す
。

お
互
い
を
よ
く
知
り
合
い
、
影

響
し
合
え
る
よ
う
な
交
流
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

賀
茂
幼
稚
園

小
林
瑞
紀
さ
ん
の
作
品
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満
な
ど
）
が
重
な
っ
て
生
じ
ま
す
。
高
脂
肪
食

と
運
動
不
足
は
、
肥
満
度
の
増
大
の
原
因
と

な
り
、
肥
満
は
糖
尿
病
の
最
大
の
リ
ス
ク
フ
ァ

ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
糖
尿
病
の
激
増
の

原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
立
加
西
病
院
へ
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ

ん
の
う
ち
で
、
糖
尿
病
食
は
、
特
別
食
の
55

〜
60
％
を
し
め
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
の
食
事
は
、
患
者
さ
ん
が
健
康
な

人
と
変
わ
ら
な
い
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
食
事
療
法

（
カ
ロ
リ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
は
、
膵
臓
の
負
担

軽
減
と
肥
満
解
消
の
た
め
に
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
血
糖
値
の
管
理
も
容
易

に
な
り
ま
す
。

①
自
分
に
合
っ
た
カ
ロ
リ
ー
を
取
る
こ
と
!!

②
三
大
栄
養
素
を
摂
取
し
、
毎
食
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
食
生
活
を
!!

③
ビ
タ
ミ
ン
類
や
ミ
ネ
ラ
ル・
食
物
繊
維
も

充
分
に
!!

④
糖
分
や
塩
分
は
控
え
め
に
!!

⑤
食
事
は
ゆ
っ
く
り
と
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

こ
と
!!

⑥
外
食
は
控
え
め
に
!!

誰
も
が
健
康
を
か
け
が
え
の
な
い
価
値
と

し
て
希
求
す
る
な
か
で
、
食
生
活
の
重
要
性

も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
予
防

の
為
、
早
期
発
見
、
規
則
正
し
い
生
活
、
食

事
療
法
は
大
切
な
事
で
す
。

あ
な
た
も
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
様
に
気
を
つ

け
て
、
食
生
活
の
正
し
い
あ
り
方
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
世
界
的
に
見
て

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
準
に
達
し
て
い
ま
す
。
そ
の

反
面
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

人
も
随
分
と
増
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
わ
が
国
の
糖
尿
病
患
者
数
は
約
６

９
０
万
人
。
40
歳
以
上
の
国
民
約
10
人
に
１

人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
予
備
軍

は
数
倍
…
「
国
民
病
」
と
い
わ
れ
る
理
由
で

す
。糖

尿
病
の
恐
ろ
し
さ
は
、
放
置
し
て
無
節

制
な
生
活
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
合
併
症

と
し
て
網
膜
症
や
神
経
障
害
・
血
管
障
害
な

ど
を
ひ
き
起
こ
す
病
気
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
作
用
不
足
に
よ
る

慢
性
高
血
糖
を
き
た
す
病
態
で
、
一
般
に
い

く
つ
か
の
遺
伝
素
因
に
環
境
因
子
（
生
活
習

慣
…
過
食
・
高
脂
肪
食
・
運
動
不
足
・
肥

市立加西病院

栄養課栄養係長

福井　富子

国
民
病
と
い
わ
れ
る
″糖
尿
病
″

││
あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
？
││

自己流の手入れで入れ歯がうまくいっ
ていない人が多いようです。
① 歯ぐきを休めるために夜寝るときはは
ずして水の中へ。
② 口の中をきれいに気持ちよくするため
に、食べた後は入れ歯と歯ぐきを洗う。
③自分で修理しないで歯医者さんへ。
以上３点に心がけましょう。

（加西市歯科衛生士会）

入れ歯の手入れについて

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈作り方（4人分）〉
①法蓮草（200�）は、３�幅に
切ってゆでる。
②きくらげ（４�）は、水で戻し、
せん切りにし熱湯をかけておく。
③オイスターソース（12cc）、酢
（12cc）、ごま油（12cc）混ぜ
①②をあえる。
④絹糸玉子（20�）を作り、上から飾る。

〈シェフから一言〉
オイスターソースを和えもの
にと、いろんな調味料を使って
いろんな味をたのしみましょう。

乳幼児検診で、夜泣きが始まったと
か、指しゃぶりをすることが多くなったと
お母さんから相談をうけ、子供の生活
を見ると外遊びが１日30分以下と少な
いことが気になりました。お家で様子を
聞いてみると、テレビを見ている時間は
１～２時間程度でも、テレビが常につい
ている状態だったり、子供が喜ぶから
とビデオを何時間も見せていることが多
いようです。遊びについても、寒いから
家の中で絵本を見たり、ブロックを使っ
ての遊びが中心で、外遊びをほとんど
していないということでした。
健診会場では、たくさんのお友達の

間を走り回り、いろんなおもちゃに瞳を
輝かせて遊んでいます。子供はボール
を投げたり、走り回ったり体を動かすこ
とが大好きです。寒い時期だからと家
の中で遊ぶだけでは、エネルギーを十
分に発散できず、夜泣きや指しゃぶりに
つながることもあります。
外遊びをすることで体力もつき、抵抗

力もつくので風邪もひきにくくなります。
また、体を思いきり動かすことでエネル
ギーを発散し、夜泣き、指しゃぶりも少
なくなります。
子供は好奇心旺盛です。外遊びを

通して、たんぽぽや虫を見つけて大喜
び。好奇心を大切にしてあげてくださ
い。自然を肌で感じながら心と体を動
かす体験をさせてあげるためにも、外
遊びの時間を取るようにしてあげましょ
う。

外遊びしてますか？
好奇心を大切に

い
ず
み
会
反
省
会
の
様
子
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
好
き
な
方
大

募
集
。

日
　
時

４
月
18
日
（日）

午
前
９
時
〜

場
　
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成

原
則
男
子
２
名
・

女
子
２
名
（
４
名
編
成
）。
女
子
が

３
名
又
は
４
名
に
な
っ
て
も
可
。

※
年
齢
制
限
な
し
、
交
代
は
４
名

ま
で
。

参
加
料

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

申
込
先

加
西
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
事
務
局
　
４
月
16
日
（金）
ま
で

に
山
西
ま
で
（
電
話
42
│
０
５
１
２
）

主
　
催

加
西
市
軽
ス
ポ
ー
ツ
協
会

期
　
日

４
月
18
日
（日）

午
前
９
時
〜

※
小
雨
決
行
、
雨
天
の
場
合
は
午

前
７
時
以
降
に
電
話
44
│
３
０

５
５
（
高
田
）
ま
で

場
　
所

多
目
的
広
場
（
加
西
球

第
4
回

市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

第
3
回
ふ
れ
あ
い

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
や
ろ
う
会

場
東
隣
）

参
加
費

一
人
３
０
０
円

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
左
記
ま
で

〒
６
７
５
│
２
４
５
４
　
下
道
山
町

２
０
６
│
１
　
高
田
辰
夫

締
　
切

４
月
10
日
（土）
消
印
有
効

問
合
先

高
田
ま
で

期
　
日

４
月
25
日
（日）
午
前
８
時

30
分
〜
（
雨
天
の
場
合
４
月
29
日
（祝）
）

場
　
所

加
西
球
場
（
開
会
式
）
他

参
加
資
格

市
内
に
居
住
し
て
い

る
者
。
１
町
１
チ
ー
ム
と
し
、
監

督
を
含
め
て
20
名
以
内
と
す
る
。

学
生
は
不
可
。（
勤
労
学
生
は
可
）

�
18
歳
〜
29
歳

１
名

�
30
歳
〜
39
歳

４
名

�
40
歳
〜
49
歳

３
名

�
50
歳
〜

１
名

※
年
長
者
は
年
少
組
で
出
場
可
、
年

少
者
の
年
長
組
で
の
出
場
不
可

※
18
歳
以
上
の
女
子
は
、
全
て
の

年
代
層
に
代
用
可
能

参
加
費

１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
先

４
月
12
日
（月）
ま
で
に
参

加
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
教

第
22
回
町
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

育
委
員
会
内
加
西
市
体
育
協
会
事

務
局
ま
で

抽
選
会
お
よ
び
監
督
会
議

４
月

15
日
（木）
午
後
７
時
〜
　
於
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

問
合
先

体
育
協
会
事
務
局

（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

小
・
中
・
養
護
学
校
の
体
育
施

設
を
使
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
れ
る
方
は
、

平
成
11
年
度
学
校
体
育
施
設
使
用

団
体
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限

４
月
９
日
（金）

提
出
先
・
問
合
先

体
育
保
健
課

（
電
話
42
│
８
７
７
３
）
ま
た
は
利

用
予
定
の
学
校

播
州
加
西
あ
ば
れ
太
鼓
は
、
和

太
鼓
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
の
文
化

を
発
展
さ
せ
よ
う
と
、
サ
イ
サ
イ

ま
つ
り
を
は
じ
め
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
。
和
太
鼓
の
勇
壮
な

播
州
加
西
あ
ば
れ
太
鼓

愛
好
会
会
員
募
集

学
校
の
体
育
施
設

使
用
は
登
録
を
!

リ
ズ
ム
を
あ
な
た
も
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
　
象

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方

練
習
日

毎
週
水
・
日
曜
日
、
午

後
７
時
〜

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

申
込
先

商
工
振
興
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

雇
用
保
険
の
新
制
度
「
介
護
休

業
給
付
制
度
」
が
４
月
１
日
（木）
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
雇
用
保
険
の
被
保

険
者
が
家
族
の
介
護
の
た
め
に
介
護

休
業
を
取
得
し
た
場
合
に
賃
金
の
一

部
を
国
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

支
給
対
象
と
な
る
の
は
、
介
護

休
業
開
始
前
２
年
間
に
賃
金
支
払

い
基
礎
日
数
（
11
日
以
上
）
が
12

ヶ
月
以
上
あ
り
、
対
象
家
族
を
介

護
す
る
た
め
の
休
業
で
あ
る
な
ど
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
で
す
。

※
支
給
額
は
、
休
業
開
始
前
の
賃

金
額
の
25
％
相
当
額
が
３
ヶ
月
を

限
度
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
合
先

西
脇
公
共
職
業
安
定
所

雇
用
保
険
課
・
適
用
係
（
電
話
０

７
９
５
│
２
２
│
３
１
８
１
）

「
介
護
休
業
給
付
制
度
」
が

4
月
1
日
よ
り
ス
タ
ー
ト

「あなたが選ばれました。○日に来てくだ
さい。」と電話があり、得をした気分で出かけ
たら、60万円の英会話教材を強引に契約さ
せられた。解約したい。
これは特典に当選したかのように述べて事

務所などに呼び寄せ、高価な教材や装飾品
を購入させる「アポイントメント商法」と呼ば
れるものです。

「販売」という目的を隠して近づき、消費者
の判断力を失わせるセールストークで強引に
契約させるのが手口です。8日以内であれば
クーリングオフできますが、これを過ぎると容
易に解約できません。業者の誘いに乗り安易
に出かけたりついていくことはやめましょう。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「狙われる消費者!!!!」
Ｑ

Ａ

ハナサク

入 湯 料 300円
入浴時間
10：00～18：00
（月曜日を除く）

毎月26日はハーブ湯の日

皆さんのオアシス
健康福祉会館大浴場のご利用を
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〈ママの一言〉
我が家に上陸している豆台風ちあり1号は、小型ながらかなり勢力が強い。

これからますます活発化する模様である。被害続出の毎日ではあるが、元気に
やさしい子に育ってほしいと願う。（パパ・和宏さん ママ・亜紀さん）

岡本ちありちゃん（鎮岩町）
1歳5カ月

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
４月６日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
４月６日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
３月18日（木）北部公民館・４月１日（木）健康福祉会館
４月８日（木）農村環境改善センター・４月15日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
３月25日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後５時　市役所２階環境課

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）健診 （受付時間）

平成11年２月生れの乳児 ３月23日（火） 午後１時～２時
■4カ月児健診
平成10年11月生れの乳児 ４月７日（水） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成９年10月生れの幼児 ４月13日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成７年10月生れの幼児 ４月20日（火） 午後１時～２時
■乳幼児保健相談
希望者 ４月14日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会（約2時間の予定）
３～５カ月児の保護者 ４月14日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。
■歯科保健相談
希望者　４月14日（水）保健所 午後１時～２時
母子健康手帳・筆記用具を持ってきて下さい。

3月21日（日） 小橋医院 （北条町・電話42-０４１２）
22日（月） 安積医院 （西剣坂町・電話46-０３６１）
28日（日） 徳岡内科 （西剣坂町・電話42-０１７８）

4月 4日（日） 三宅医院 （中野町・電話49-００６７）
11日（日） 天沼医院 （北条町・電話42-３６３６）
18日（日） 佐竹医院 （北条町・電話42-４０５７）
25日（日） 新和会診療所 （若井町・電話44-０２２５）

■ 妊婦教室と母子健康手帳の交付
４月15日（木）・５月20日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持ってきてください。
■問合先 健康福祉課（��８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書

種
　
目

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

応
募
資
格

22
〜
26
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

４
月
７
日
（水）
〜
５
月

１
４
日
（金）

問
合
先

青
野
原
募
集
事
務
所

（
電
話
０
７
９
４
│
６
６
│
７
９
５
９
）

日
程
・
費
用

�
４
月
13
日
（火）

１
０，
０
０
０
円

�
４
月
18
日
（日）

１
５，
０
０
０
円

�
４
月
19
日
（月）

１
０，
０
０
０
円

加
西
市
後
援

市
民
ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

幹
部
自
衛
官
募
集

〔おはなし会〕
4月10日（土）
（午後2時から30分程度）

〔休館日〕
月曜日
3月20日（土）・21日（日）

月光のさざ波（立松和平著）
十五歳　夏（笠原　淳著）
きみと代わる日（唐　十郎著）
十七人の分校生徒（志茂田景樹著）
十三の墓標（内田康夫著）
さよならブラックバード（景山民夫著）
風よ ヴェトナム（平岩弓枝著）
境界（藤沢　周著） ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

他
に
参
加
料
２，
０
０
０
円
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
料
２
０
０
円
（
全
額
加

西
市
に
寄
贈
）
等
が
必
要

参
加
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
通

勤
さ
れ
る
方
を
優
先

募
集
人
数

各
日
共
、
40
組
１
６

０
名
（
先
着
順
）

予
約
方
法

電
話
に
て
ス
タ
ー
ト

の
時
間
を
確
認
く
だ
さ
い
。
申
込

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
左
記
ま
で

申
込
先

〒
６
７
５
│
２
４
６
２

加
西
市
別
所
町
６
８
３
│
２
４

オ
ー
セ
ン
ト
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
″市
民
ふ

れ
あ
い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
″
係
（
電
話
45
│

１
５
１
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
45
│
１
６
６
６
）

市
役
所
に
「
介
護
認
定
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
、
自

宅
や
入
所
し
て
お
ら
れ
る
施
設
に
調
査
の
担
当
者
で
あ
る
市
役
所

の
職
員
や
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

の
介
護
支
援
専
門
員
が
訪
れ
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
の
申
請
者
の

入
浴
や
食
事
な
ど
の
動
作
能
力
等
85

項
目
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

ま
す
。

問
合
先

高
年
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
８
８
）

訪
問
調
査
と
は
何
で
す
か
？

����������
����������
����������

質
問

そそ
のの
55

お
答
え
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老
人
保
健
（
70
歳
以
上
の
方
）

及
び
老
人
医
療
（
65
歳
〜
69
歳
ま

で
の
方
）
で
、
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
と
き
、
自
己
負
担
額
が
４
月

１
日
よ
り
次
の
表
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。

老
人
保
健
の
一
部

負
担
金
が
か
わ
り
ま
す

な
お
、
老
人
保
健
の
受
給
者

（
70
歳
以
上
）
で
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
、
同
じ
医
療
機
関
で
１

ヶ
月
に
支
払
う
医
療
費
の
最
高
限

度
額
が
３
５，
４
０
０
円
と
な
り
ま

す
。
３
５，
４
０
０
円
を
超
え
る
方

は
「
入
院
時
一
部
負
担
金
限
度
額

用
要
認
定
証
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
市
の
福
祉
部
保
険
課
福

祉
医
療
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
老
人
医
療
の
受
給
者

（
65
歳
〜
69
歳
）
で
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
、
１
ヶ
月
に
支
払
う

額
が
３
５，
４
０
０
円
を
超
え
た
場

合
は
、
保
険
者
（
市
・
健
保
組

合
・
共
済
組
合
等
）
へ
高
額
医
療

費
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

保
険
課
福
祉
医
療
係

（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

固
定
資
産
税
の
評
価
額
に
つ
い

て
は
、
基
準
年
度
の
価
格
を
３
年

間
据
え
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
近
年
の
地
価
の
下
落
傾
向

に
対
応
す
べ
く
、
臨
時
的
な
措
置

と
し
て
、
平
成
10
年
度
又
は
平
成

11
年
度
に
お
い
て
地
価
の
下
落
傾

向
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
評
価

固
定
資
産
税
評
価
額
の

下
落
修
正
に
つ
い
て

額
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
西
市
に
お
け
る
地
価
の
動
向

は
、
市
街
地
区
域
の
一
部
で
下
落

傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
左
図
に
示

し
た
路
線
に
沿
接
す
る
区
域
の
宅

地
等
に
つ
い
て
、
平
成
11
年
度
の

評
価
額
を
0.7
％
か
ら
3.8
％
の
範
囲

で
下
落
修
正
し
て
い
ま
す
。
鎮

岩
・
朝
妻
の
工
業
団
地
に
つ
い
て

も
、
下
落
修
正
が
あ
り
ま
す
。

尚
、
下
落
修
正
を
行
っ
た
区
域

の
詳
細
及
び
下
落
率
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
税
務
課
に
お
い
て
課
税

台
帳
の
縦
覧
（
３
月
23
日
ま
で
）

と
共
に
資
料
を
開
示
い
た
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先

税
務
課

（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

対
　
象

市
内
在
住
の
学
資
負
担

者
（
保
護
者
）

利
　
息

無
利
息

償
還
方
法

年
賦
償
還
で
１
回
の

償
還
金
は
借
入
金
額
を
在
学
年
数

で
割
っ
た
額

受
付
期
間

４
月
２
日
�
ま
で

※
他
の
奨
学
金
の
貸
付
や
給
付
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
申
込

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
先

学
校
教
育
課

（
電
話
42
│
８
７
７
１
）

日
　
程

４
月
５
日
�
〜
23
日
�

場
　
所

市
内
各
公
会
堂
等
（
時

間
等
詳
細
は
各
戸
配
布
の
日
程
表

参
照
）

対
　
象

生
後
９
１
日
以
上
の
飼

い
犬

料
　
金

�
今
年
度
初
め
て
登
録
の
犬
（
新

規
）
一
頭
に
つ
き
６，
２
０
０
円

�
平
成
７
年
度
以
降
に
登
録
済
の

犬
一
頭
に
つ
き
３，
２
０
０
円

※
動
物
病
院
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射

高
校
・
大
学
等
の
入
学
者
へ

入
学
支
度
金
を
お
貸
し
し
ま
す

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

◆ 納め忘れを防ぐには◆
①前納制度を利用する
保険料は、１年分または、一定期間分をまとめて

前納することができます。
②口座振替にする
毎月、決められた日に口座から引き落とされます。

国国国国民民民民年年年年金金金金保保保保険険険険料料料料納納納納めめめめ忘忘忘忘れれれれははははあああありりりりまままませせせせんんんんかかかか？？？？

窓口で支払う一部負担金額

外
来

入
院

1回　530円
同じ医療機関において1ケ月
4回まで負担（最高2,120円）

1日　1,200円
老齢福祉年金受給者で住民税
非課税世帯の人は500円

改　正　後

1回　500円
同じ医療機関において1ケ月
4回まで負担（最高2,000円）

1日　1,100円
老齢福祉年金受給者で住民税
非課税世帯の人は500円

改　正　前

�

�

下落修正路線

学校種別

高 等 学 校

国公私立の別

国　公　立

貸付金額

60,000

私　　　立 90,000

短 期 大 学
国　公　立 40,000

私　　　立 80,000

大 学
国　公　立 120,000

私　　　立 200,000
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お く や み

西村　　正 56 誠 繁　昌
久後　新平 72 行　平 本　町
森本　勝美 61 博　昭 江ノ木
吉田　忠治 78 秀　貴 中　野
深田　光男 71 哲　也 下宮木村
山田まさゑ 96 政　子 西剣坂
名尾儀一郎 89 久　好 山下東
石野　武夫 74 明　雄 西谷東
内藤しずゑ 96 正　樹 満　久
深田　　広 77 哲　男 下宮木村
鈴木　健治 88 重　一 山　田
神田　芳子 78 定　秀 大　工
織田　　勝 92 勝　俊 島
定行　　勉 68 智 鴨　谷
安積　政一 92 敏　明 西剣坂
佐井田武司 72 昌　宏 東高室
菅野ひさゑ 86 松　一 繁　昌
中野登良子 77 勝　則 東高室
稲岡　武夫 88 輝　彦 三　口
中山ひさゑ 81 俊　博 両　月
南　　浪子 90 城谷綾子 加西の里
岩佐　尚武 67 徹 豊　倉
板井　繁雄 75 豊　治 網　引
藤井　茂男 71 佳　明 田　原
藤本美代子 63 英　敏 下若井
露口忠四郎 88 建　男 芝自治区
堀井ますゑ 94 正 網　引
大豊キクヱ 77 一　男 上万願寺
前田八千子 72 文　夫 牛　居
河上志げの 90 胤　雄 田　原
松田　治雄 67 俊　也 坂　本
横江　　勇 65 勝　典 西谷西
西村　節子 70 定　彦 別府東
正中かつゑ 78 唯　夫 小　谷
高橋かづゑ 92 茂 畑
王子　徳治 80 強 三　口
宮崎　一也 35 久　子 東高室
斧田　　進 75 茂 栄
谷中　清光 80 和　光 王　子
坂元　幸男 69 大　作 新　生
藤原　勇二 85 正　弘 中　野
山本かめの 76 勇 別府東
岩佐ときこ 92 武　司 豊　倉
繁田　實夫 84 利　弘 青　野
菅野　なを 87 捷　治 常　吉
宮崎　幸義 78 博　昭 福　居
金澤　賢治 92 義　博 上道山

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（２月28日受付分まで・敬称略）

こ
の
計
画
は
、
市
内
の
緑
の
確

保
、
公
園
・
緑
地
の
整
備
に
関
し
、

中
長
期
的
な
観
点
に
立
っ
て
将
来

確
保
す
べ
き
緑
地
の
目
標
量
を
設

定
し
、
そ
の
配
置
計
画
を
実
現
し

て
い
く
た
め
の
施
策
を
定
め
た
も

の
で
す
。

都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
（
電

話
42
│
８
７
５
３
）
で
常
時
、
閲

覧
で
き
ま
す
。

産
休
等
代
替
職
員
制
度
は
、
保

育
所
の
職
員
が
出
産
又
は
傷
病
の

た
め
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
継
続

す
る
休
暇
を
必
要
と
す
る
場
合
、

そ
の
職
員
の
職
務
を
臨
時
的
に
行

産
休
等
代
替
職
員
・

パ
ー
ト
保
母
の
登
録
を

加
西
市
緑
の

基
本
計
画
を
策
定

っ
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

保
母
資
格
あ
る
い
は
調
理
師
資

格
を
お
持
ち
の
方
の
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
朝
夕
の
パ
ー
ト
保
母
に

つ
い
て
も
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
間

３
月
15
日
（月）
〜
４
月

30
日
（金）

提
出
書
類

登
録
申
込
書
・
履
歴

書
・
資
格
証
明
書
・
印
鑑

提
出
先

福
祉
部
社
会
福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

問
合
先

社
会
福
祉
課
女
性
児
童

係
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）

資
　
格

各
免
許
を
有
す
る
者
で
、

昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者

パ
ー
ト
看
護
婦
（
士
）
2
名

パ
ー
ト
助
産
婦
1
名

パ
ー
ト
栄
養
士
1
名
募
集

死亡者 年齢 喪主 町名

勤
務
時
間

市
の
指
定
す
る
時
間

勤
務
場
所

福
祉
部
健
康
福
祉
課

募
集
期
間

３
月
16
日
（火）
〜
４
月

９
日
（金）

採
用
の
時
期

４
月
15
日
（木）

申
込
・
問
合
先

総
務
課
人
事
係

（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

職
　
種

看
護
婦
（
士
）
又
は
准

看
護
婦
（
士
）

人
　
数

若
干
名

条
　
件

昭
和
19
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者

勤
務
場
所

加
西
病
院

期
　
間

４
月
１
日
か
ら
随
時

勤
務
時
間
・
賃
金

市
の
規
定
に

よ
る

問
合
先

加
西
病
院
事
務
局
管
理

課（
電
話
42
│
２
２
０
０
内
線
４
３
０
）

臨
時
職
員
募
集

加西市への寄付
○倉谷町 桜井　孝男 10万円
○別府西町 西村　裕幸

非常持出袋 3,750個
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○繁昌町 菅野　松一 20万円

指定預託
☆［一般］加西ボランティア協会へ
○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円
○北条町田町 竹本　幸夫 2万円
○北条町横尾　 水田美智子 2万円
○笹倉町 高橋　　清 2万円
○Ｙ・Ｙ 2万円
○匿名 3万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

一般預託
○上万願寺町 朽木照瑞 3万円
○上若井老人会 2万円
○加西更正保護婦人会 3万円
物品預託
○小さなポケット 雑巾46枚

タオル54枚

点
字
を
覚
え
る
こ
と
に
よ
り
、
視

覚
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
点
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
第
一
歩
を
!

開
催
日

３
月
25
、
26
、
28
、
29
、

30
日
（
計
５
日
間
）

時
　
間

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
室
ほ
か

対
象
者

中
学
生
以
上

定
　
員

10
名

参
加
費

３
０
０
円

申
込
先

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
「
か
た
つ
む
り
の
家
」（
電
話
43

│
０
３
６
１
）

点
字
講
習
会
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H11.3.1現在（前月比）
人　口／ 52,727（－ 5） 世帯数／ 15,650（＋21）
男　／ 25,614（－ 1） 女　／ 27,113（－ 4）

61
小鳥が花粉を媒介す
るめずらしい植物

山
地
や
竹
や
ぶ
の
縁
な
ど
に

生
え
る
常
緑
高
木
で
す
。
椿
の

字
を
当
て
る
と
お
り
、
早
春
に

大
き
く
美
し
い
真
赤
な
花
を
開

き
ま
す
。
花
に
は
甘
い
蜜
が
あ

る
の
で
、
メ
ジ
ロ
や
ヒ
ヨ
ド
リ

が
よ
く
吸
い
に
来
ま
す
。

実
か
ら
椿
油
が
採
れ
、
材
は

緻
密
で
堅
く
工
芸
用
に
使
わ
れ

ま
す
。
花
を
観
賞
す
る
た
め
に
、

多
く
の
園
芸
品
種
が
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど

外
国
で
も
大
変
好
ま
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

�

加西市だより
市のお知らせやまちの話題を放送
毎週水曜日　午前11時50分～55分

（4月から午後0時50分～55分）

日　時 4月17日（土）
15：00開演

場　所 市民会館
文化ホール

入会金 300円
会費／月700円
今例会のみ（１人）
3,000円

問合先 加西おやこ劇場
（電話43-0830）

加西おやこ劇場第73回例会

「「「「そそそそううううべべべべええええままままっっっっくくくくろろろろけけけけののののけけけけ」」」」
劇団京芸


